
 
 

 
News Release 

2016 年 6 月 29 日 
 株式会社ジュピターテレコム  

 
世界最大のサイクルロードレース「ツール・ド・フランス」を、外出先でも楽しめる！ 

7 月 1 日より、「J SPORTS 4 HD」の注目スポーツ試合を 
スマートフォン・タブレットでライブ配信開始！ 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社ジュピターテレコム（J:COM、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：牧 俊夫）は、2016年7月1日
より、J:COMの多チャンネルサービス「J:COM TV」のオプションチャンネルとして提供中の「J SPORTS 4 HD」

をご契約している方を対象に、「J SPORTS 4 HD」のスマートフォン・タブレット端末向けライブ配信サービス*1を

開始いたします。 
 
「J SPORTS」は、日本で唯一の4チャンネルマルチ編成のスポーツテレビ局で、様々な試合のライブ放送を中

心に、スポーツに関するドキュメント番組や最新情報など、盛りだくさんのラインナップで番組をお届けしていま

す。「J SPORTS 1 HD」、「J SPORTS 2 HD」、「J SPORTS 3 HD」は、2014年4月より、スマートフォン・タブレ

ット端末向けにライブ配信サービスを開始しておりましたが、この度、2016年7月2日開幕の「Cycle*2016 ツー

ル・ド・フランス ～第1ステージ～」の生中継に合わせて、「J SPORTS 4 HD」のライブ配信を開始することが決

定しました。これにより、「J SPORTS 4 HD」を中心とした「J SPORTS」のチャンネルで、世界最大のサイクルロ

ードレース「ツール・ド・フランス」の全21ステージを、外出先でもライブ配信でご視聴いただくことができます＊2。

「J SPORTS 4 HD」では、「ツール・ド・フランス」のほか、8月に開催される「ブエルタ・ア・エスパーニャ」や、「ス

ーパーラグビー」「SUPER GT」などの注目試合もご覧いただけます*3。既に「J SPORTS 4 HD」をご契約されて

いる方は、視聴のための追加料金は不要です。 
 

J:COMでは、スマートフォン・タブレットとの連携を強化し、ご自宅のテレビだけにとどまらない“新しいテレビの楽

しみ方”をお客さまにご提案しています。今回の提供により、J:COMがスマートフォンなどの端末向けにライブ配

信しているチャンネル数は20チャンネルになります。これからもお客さまのニーズが高いコンテンツを中心にライ

ブ配信強化に努め、もっと「心に響く」サービスの提供を続けてまいります。 
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＊1  番組によっては録画放送がございます。権利の関係上、厳選した番組のみマルチデバイス向けライブ配信をしております。

PC ではご利用いただけません。また、スマートフォンやタブレットでの視聴時には、通信環境により HＤ画質での提供は保証
されません。 

 
＊2  ご視聴いただくには、スマートフォンやタブレットに「J:COMオンデマンド」アプリをインストールし、 

「J:COMパーソナルID」でのログインが必要です。 「J:COMオンデマンド」アプリは、J:COM TVで放送中の番組や、 
J:COMオンデマンドをマルチデバイスで視聴できるアプリです。iOS、Androidに対応しています。 
「J:COMパーソナルID」についてはこちらをご覧ください。(https://id.zaq.ne.jp/） 

 

＊3 放送内容は変更になる場合がございます。 
 
 
ジュピターテレコムについて http://www.jcom.co.jp/ 
株式会社ジュピターテレコム（本社：東京都千代田区）は、1995年に設立された国内最大手のケーブルテレビ事業・番組供給事業統

括運営会社です。ケーブルテレビ事業は、札幌、仙台、関東、関西、九州・山口エリアの28社75局（2016年6月28日時点）を通じて約

505万世帯のお客さまにケーブルテレビ、高速インターネット接続、電話、モバイル等のサービスを提供しています。ホームパス世帯

（敷設工事が済み、いつでも加入いただける世帯）は約1,968万世帯です。番組供給事業においては、17の専門チャンネルに出資及

び運営を行い、ケーブルテレビ、衛星放送、IP マルチキャスト放送等への番組供給を中心としたコンテンツ事業を統括しています。  
※上記世帯数は2016年3月末現在の数字です。 
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